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地域に眠る「学習素材」

上田市立東小学校 学校だより

10月21日に、第2回の学校運営員会が行われ

ました。今回は委員の皆様に「地域の学習素材」

を改めて発掘していただきました。

東小学校では、「地域素材の教材化」を重点の

一つにしています。地域に眠る学習素材（歴史的

遺物、環境、生物、名物、地理など）を、学年の

学習内容に照らし合わせて、過不足を整理したり

内容を整えたりして授業に使う「教材」に仕立て

ます。これには時間も労力も必要ですが、一般的

な内容を学習する時に比べ、教師も子どもたちも

熱量が高まり、いわゆる「おもしろい授業」にな

りやすい傾向があります。

UCVさんより 東小音楽会の放送日時のお知らせ

そのためには、教師が地域の学習素材を知っている必要があります。そこで、地

域に詳しい運営委員の皆様のお力をお借りし、「地域のお宝発見」をすることとし

ました。「常田池は○○年に常田村住民の手によって造成」「信州大学繊維学部内

の建築物」「イオン下の防空壕」「染屋音頭」「旧県営球場」「押出川のホタル」

など、広く知られているものから意外な発見まで、多くのお宝を教えていただきま

した。写真のようにまとめたものを職員室前廊下に掲示してございます。学校にお

立ち寄りの際にはぜひご覧ください。また、ご存じのお宝があれば、ぜひ書き足し

ていただきただければありがたいです。いただいた情報が地域教材の誕生につなが

れるよう努めてまいります。


